
香川県三豊市における高病原性鳥インフルエンザの発生に伴う 

野鳥糞便及び環境試料（水）調査の結果について 
 

令和２年12月８日（火） 

＜香川県同時発表＞ 

 香川県三豊市の家きんにおける高病原性鳥インフルエンザ発生を受けて、令和２年11月25日（水）

に同市の渡り鳥が多く飛来するため池２箇所で野鳥糞便及び環境試料（水）を採取し、検査を行った

ところ、いずれからも高病原性鳥インフルエンザウイルスは検出されませんでした。 

 

１．環境試料採取日 

  令和２年11月25日（水） 

 

２．検査結果 

  野鳥糞便については国立環境研究所、環境試料（水）については鳥取大学においてそれぞれ検査を

実施したところ、いずれからも高病原性鳥インフルエンザウイルスは検出されませんでした。 

 

３．今後の対応 

 ・香川県と調整し、今後も継続して野鳥糞便及び環境試料（水）調査を実施する予定です。 

・引き続き、野鳥監視重点区域において、野鳥の監視を継続します。 

 

【参考情報】 

環境省のホームページでは、高病原性鳥インフルエンザに関する様々な情報を提供しています。 

（http://www.env.go.jp/nature/dobutsu/bird_flu/index.html） 
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